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平成２８年度ユネスコスクール年次報告書 

 

報告期間：平成２８年４月～平成２９年３月 

 

 

 １．学校概要  

 

学校名  福岡県大牟田市立田隈中学校                       

  種 別 □保育園・幼稚園  □小学校     □小中一貫教育 

      □中学校      □中高一貫教育  □高等学校  

      □教員養成     □技術/職業教育 

      □特別支援学校   □その他（         ） 

  所在地 〒８３７－０９１６ 

       福岡県大牟田市大字田隈３３８番地            

  E-mail   takuma-ed@st.city.omuta.fukuoka.jp                     

Website http://www.e-net21.city.omuta.fukuoka.jp/takuma-jh/bin/takuma.htm                    

  児童生徒数  男子  ２６６名   女子 ２４６名  合計 ５１２名 

        児童・生徒の年齢１２歳～１５歳 

 

 ２．実施活動（複数選択可） 

 

  □ 地球規模の問題に対する国連システムの理解 

■ 国際理解 

 ■ 世界遺産 

■ 平和・人権 

□ 環境 

□ 気候変動  

□ 生物多様性 

□ エネルギー 

■ 防災 

■ 食育 

■ 伝統文化 

□ そのほか（         ） 
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 ３．活動内容  

 

（１）１年間の主な活動内容について記載願います。 

 

① 本校の特徴   

 本校は、生徒の自主性を尊重し、カウンセリングマインドをもって、生徒の自

主的活動の中に、生徒指導の３機能（出番・役割・承認）を取り入れ、集団で高

め合う力を身につけさせている。教科の授業とＥＳＤとの相互関係を図り、外部

の人とふれあうことで一層自尊感情を向上させ、やる気を持って活動するように

している。 

 そのことにより、３年生のほとんどの生徒は外部講師への受け答えや、地域へ

出かけていく様々な活動でも物怖じすることなく活発なコミュニケーションをと

ることができている。また、それらで得られた情報を普段の生活や自分の将来の

人生設計にも生かし、具体的な進路につながっていることが面接指導の受け答え

からも明確である。 

 つまり３年卒業時に生徒は、ＥＳＤの精神にもあてはまるように、将来社会に

貢献し、人々の役に立つような仕事をしたいと思えるように計画を立てている。 

 

 

② 活動・全体計画   

 

 
第１学年 第２学年 第３学年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域と

の 

 

連携 

学年の目

標 

 

 

 

 体験活動をもとに

して、人との関わり合

いを学び、考え方や生

き方を共有する 

 課題をもって学習

に取り組 

み、学習の成果をまと

めて発 

表する。 

 

 自ら課題を設定し、

自分の 

これからの生き方や

３年間を 

通した学習から社 

会への参画について

考える。 

 

・地域

の 職

業人 

 

・地元 

企業 

・福祉 

施設 

・幼稚

園 保

育園 

将来を 

見つめる 

〈進路学

習〉 

○職業調べ（３学期） 

 ・身近な職業人に聞

く 

 

○職場体験（１学期） 

・身近な職場での体験

活動 

 

○自分の将来につい

て 考 え る        

（１学期） 

○進路学習 （１・３

学期） 

誰もが幸

せな社会

とは 

〈人権・福

祉   学

習〉 

○命の学習（１学期） 

  

○福祉学習（２学期） 

 

○異文化交流 修学

旅行京都 

（２、３学期） 

○福祉学習 

 保育実習（２学期） 

  ・幼稚園、保育園

での 

体験活動 
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③ 特徴的な活動事例の紹介   

○ 第１学年 福祉学習 車いすバスケット体験 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 第２学年 職場体験 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 第３学年 職業ガイダンス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目標 肢体が不自由な方と交流を深めることで、福

祉に積極的に関わろうとする意欲を高めてい

こう。 

内容 桜花台クラブ車いすバスケットチームの出

前授業 

   ・車いすバスケット体験 

   ・講話、福祉ＤＶＤ視聴 

学んだこと ｢実際に車いすバスケットを体験する

ことで、足が不自由なことの大変さがわかりま

した。しかし、それでもとても楽しくクラブチ

ームの方とふれあい共存・共生の大切さを学ぶ

ことができました。｣ 

目標 将来を見つめるきっかけとし、地域の働く人

から勤労の意義を学び、社会に貢献する喜びを

知る。 

内容 市内６０カ所の事業所に分かれ、３日間、職

業体験に従事する。 

学んだこと ｢私が体験のした仕事では、朝から夕

方までお年寄りの方々面倒を見ながら、一人ひ

とりとコミュニケーションをとらないといけ

ないのでとても大変でした。けれどお茶を出し

たときなどに『ありがとう』と笑顔で言ってく

ださったときにはとてもうれしくなりました。

大変だったけれどとてもやり甲斐のある仕事

でした。｣ 

目標 職業ガイダンスを受けることで、いろんな職

種とそのための道のりを知り、具体的な自分の

進路を見つけるきっかけをもたせる。 

内容 １１分野の職種について９校の高校とビジ

ネススクールの講師から２時間枠で４種類の

職種講義を受ける。 

学んだこと ｢職業とはこんなにたくさんあり、職

業につくまでの具体的なことが分かり、どんな

勉強をすれば良いのかがすごく分かりました。

講師の先生方がわかりやすく熱意を持って授

業をしていただいて、楽しかったし、将来への

新たな希望を見いだすことができました。この

企画をしていただきとてもよかったです。｣ 

調理・製菓（大牟田高校） 

公務員・警察（麻生専門

学校） 
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④ 成果と課題   

○  成果 

 １年生の福祉学習で｢車いすバスケット体験｣、３年生の進路学習で｢職業ガイダ

ンス｣を本年度新たに導入した。パラオリンピックがすべて放送されるようになり、

アスリートとして立派に活躍している姿を見ることができる。プラスのイメージ

での福祉学習は、共生・共存の精神にのっとったインクルーシブ教育を進めるこ

とができた。 

 職業ガイダンスでは、目先の高校の進路にとらわれることなく、将来の職業に

視点をおくことで、生徒たちが知らない職種や専門的知識を学ばせることができ、

生徒の意欲向上に役立たせることができ、大きな成果を上げることができた。 

○ 課題 成果をあげた取組を次年度に引き継ぐような計画を立てる。   

 

 

 

 

 

 

（２）活動時間について（下記から選択して下さい。） 

 

■ 通常の授業時間を使用（総合的な学習の時間を含む） 

□ 時間外活動の時間を使用 

□ ユネスコクラブの活動として実施 

□ その他（                           ） 

 

 


